
FORCE2014 �
The 10th Forum On Reliable Computer softwarE�

in Onomichi �

ソフトウェア信頼性研究会 
第10回ワークショップ 

平成26年 12月6日(土)～7日(日) 

開催地：尾道商工会議所記念館 
 
 
　主催：ソフトウェア信頼性研究会 
　　　　ソフトウェア技術者協会(SEA) 
 
　協賛：一般社団法人 
　　　　プロジェクトマネジメント学会 
　　　　(関西支部) 

1st Day �

12月6日(土) 
 
12:30-　受付 
 
13:00-13:10　オープニング 
 
13:10-14:10　特別講演 
「無形労働の視点から見たソフトウェア信頼性」 
　岸田孝一(株式会社SRA) 
 
14:30-16:00　セッション(1) 
1. Blocking Bugの早期修正支援に向けた特徴分析 
　金城清史，大平雅雄(和歌山大) 
2. UPPAALを用いた時間ペトリネットのモデル検査の 
　高速化に関する検討 
　横川智教，佐藤洋一郎，有本和民(岡山県立大) 
3. Cross-company不具合予測における 
　プロジェクトデータの構成と予測精度の関係について 
　天嵜聡介，河田和也(岡山県立大) 
 
16:00-17:15　エクスカージョン 
　千光寺訪問 
 
18:30-20:30　情報交換会 

2nd Day �

12月7日(日) 
 
  9:30-11:00　セッション(2) 
1. ソフトウェア開発ドキュメント匿名化ツールの試作 
　江川翔太，岡野浩三，楠本真二(大阪大) 
2. 単語ベクトルを用いた省略識別子の復元手法 
　岡嶋秀記，河端駿也，水野修(京都工繊大) 
3. オープンソース開発における 
　コーディング規約違反の発生と解消の動向に関する調査 
　織田泰輔，阿萬裕久，佐々木隆志，川原稔(愛媛大) 
 
10:30-11:45　セッション(3) 
1. テスト実施履歴に基づくテストケース選択手法 
　小笠原秀人，佐々木愛美，中野隆司(東芝)， 
　阿萬裕久(愛媛大) 
2. 文部科学省ソフトウェアイノベーション先導のための 
　教材開発・3年間のまとめ 
　毛利幸雄(大阪大) 
 
13:00-14:00　基調講演 
「ソフトウェアエージングと若化」 
　土肥正(広島大) 
 
14:00-14:10　クロージング 


